
古典語桑の指導について

一調査　と実験報告-

江　口　正　弘

古典の授業で語句について指導する時、この語は一体どれくらいの原皮をもつものであ

ろうかo指導要領の指導事項には「基本的な語句」という言葉が用いられているが、一件

どこまでを基本的と考えるべきであろうか。などという素朴な疑問に直面する事であるo

ぁる特定の作品における語の鵬ならば、総索引などによれば一応の見当がつく訳だが、

古典学習において生徒が庖習する語の犯、掛言すれば古典学習における生徒の語菜力の-

基準となるべき語の原皮、となると使用教科書によって調査されたものでなければならな

い,小稿はこのような現員から以下記すよう-vmの「古典乙I ・乙甘」の教科書にお-

ける形容詞と形容動詞の頻度を記査したものと、更にそれらの語句の融把を調べた、そ

のレポートである。
I. )
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j-i 111 し 語

角 川 明治

乙 T恒 乙 I t乙 Ⅲ

計

まゆぐろなり 1 1

3

6

1

1

2

1

まめやかなり 1 l l

まれなり

みごとなり

みすばらしげなり

1 2 2 1

1

1 -

みそかなり l l

み じかなり ■■ 1 - 1

みやびやかなり

むげなり

む くつけげなり

1

l l

1

1

1

1

むづかしげなり

1

1 1

めづ らかなり 3 6

2 2 1

1 -

9

め もあやなり 1

ものあらはなり 1 1

ものあはれなり 1 6

ものうげなり 1

●

n

1
ものおもひ

がほなり
1

2

2

1

1

1

2

1

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

92

ものきよげなり 1 1 1
もの こころ

ばそげなり
l l

ものなげか L LTなり 1

ものうげなり

やすげなり

1 日 l

やはらかなり

ゆかしげなり

ゆたかなり

')

1

1Ⅰ

・)

1

ゆるるかなり

よしありげなり

o

1

よそはしげなり 1

らうたけなり 4 1 4

1

蝣1 ! 3 i 2

りよがいなり

i わかやかなり

[ わざとなり

1

1

わづかなり 4

わづらはしげなり 1

をかしげなり 喜 5 蝣7 ! -1

を さなげなり 1

討 2 11 236 169 30 5

f'- '.　.'.・;蝣I十:^
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以上を異語数と使用回数によって表示すると(表2)のようになる。
(孟2)

形 .

容
な りこ.I蝣-*.̂

; >j 川 j 明 治

. 蝣 ItI乙 I t聖 l

19 1 2 3 9

6 7 6 8 2 3

9 8 1 10

計 睦 ⊥ f壬 生 計

M O 1 9 8 2 4 3

64 1 8 3 8

3 17 4 15

詞 使 用 回 数 1,4 9 9 1 . 4 7 9 2 .9 7 8

l 形

t'r
蝣! 'i
詞

異 な り語 数 16 3
l
7 0 10 8 13 9 2 1 5

. 使 用 回 数 2 1 1 2 3 6 4 4 7 i

l
1 6 9 3 0 5 4 7 4 9 2 ¥

(異なり語数とは見出し語数,使用回数とは延べ語数である)

上の表のように整理してみると、二種類の乙I 、乙Ⅱの教科コに用いられている形容詞

は415語・形容娠訓ま215語となるが・生徒が学習する語数は、一種対の乙Iと乙Iであ

る訳だから、その語数は形容詞で約3CO余り、形容動詞は大体ISO語前後と見当をつける

事が出来るo但し了路詞を実闇壇する場合を考えてみると・この300語の中には「なし」

「多し」 「同じ」 「久し」などというように、語そのものの訓三では特に指草を必要とし

ないもの、或は「ものはかなし」 「ものはづかし」 「ものむつかし」などのように複合の

帯戊がはっきりしているもの・などがある訳だから、実際表立っての指導を必要とする語数
は或柁強式少する事になる。

次に(表1)を願J旧にならべかえると、別表後指の通りとなる.頭書の( )内の数

字が頻度数であるoこの別表の概数と語数の関係を表示すると(表3)のようになるO
(表3)

蹟 度 数
2(J 】 2 4 19 I 14 9

3 2 13 0以 上 ～ ～ ～ ～ ～ 4

上 記 の頻 度 を もつ

語 数 (4 15 に対 す

2.5 2 0 15 1 0

8 2 7

5

6 8 2 4形 1 8 3 4 5 6 16 5

it
~>ー<)1 (4 .4 ) (2 .2 ) ( 1 .5 ) ( 1 .9 ) C 6 .6 J ( 1 6 .4 )

13 6

i 51 6 '昌8 ) (8 .2 ) 〔13

詞

形

累 計 27 3 3

( 6 .6 ) CS ー1 )

3 ○ 2

4 1

(1 0 .0 )

-
6 8
'C 16 .蝣6 5

1 9 4
3 .5 )

2 .5 0

〔3 9 .5 3

蝣1 5
主語 の拐度 を もつ

語 数 (2 15 に対 す

〔33 .0 ) C3 8 .8 )

2 1

U O O . J

5 7

E

10 9

f'r
臥
る% ) ( 1 .4 ): CO .9 ) (2 .3 ) (3 .2 ) (5 0 .7 )

凸 , 累 計 3 5

( I .4 ) ' ( 2 .3 )

10 17

(4 .6 ) : ( 7 .8 ー ど

2 15

U C O J

これによってわかるように形翫5] 41増のうち3咽以上の顕皮をもつ訊ま18語で全体

の4.4%、 10回以上の度数をもつ詔は6曙、 16.6%で、 2回以上が250語60.5? 、あとの

39. 、 16曙はただ1回だけ用いられている語である。

この調査は古典学習における去妹語菜に関する一つの試みと思って行なったものであ
る。

ただ基本語菜というものは現代語においても未だ確立されていない現状を思うと、これ
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だけの資料でそれを云々する事は勿論出来ないが、このn度の多い語は一応基本的な語句

であるとして、指導されて然るべきであろうと思う。

(2)

次に生徒はこれらの語句をどの琵皮融乍しているかを調査したO調査の対象とした生徒

は、芭鉢市内普通高校二校の三年生2CO名(各校1∝嘘)、時矧まその6月であるo下記の

「古典語莫理解度調査」としたものは、この調査のため、生徒に配布した問題文である0

-'-¥",
II言つ-'∴`三

次のテストは古典語SiにつLiて諸君の融裸を調査するものであるoこれらの用いられ

ている時代は大体平安時代だとし、以下の問に答えよ0

日)次の語の意味を記せo但し多くの意に用いられる場合は、その韮木的な意味、又は

用例が多いと思われるものを一つ乃至二つ記せo

(ax-hいみじ(ロ)あやしMめでたし細まかなし糾くちをL

oかしこし(I)あさまし囲うつくし(リ)わびし帥むもとなし

(B)H)つれづれなり(ロ)すさまじのゆかし目なつかし帥おぽっかなし

Nあいなし(川まづかし郎)とはLU)つらLCR)すずろなり

(C)のおどろおどろし(ロ)あらはなり(ハ)らうたげなりF)やさし帥あてなり

再つれなし仰9ゆし囲うるはしU)かたはらいたしCR)さうざうし

(D)のこころなし(ロ)むつかし(/鳩ながちなり肖ありがたし(*)かしがまL

Nつきづきし(HなまめかLfeflカ,たくななりU)うしろめたしCl)しどけなし

(F)t-nこころづきなし(ロ)ところせしい)めやすし卯3いらかなり鰍増たなし

再なめし用ほとほとし研もどかし帖)かLCR)ものし

(Ⅲ)次の文の表現している心情や状態に最も過当な形容詞をあてるとすると、次のうち・

のどれが適当か、過当と思うものを選んで記号で答えよO

(i)いみじ(ロ捗もしろしのくちをし帥まかなし

糾うつくし　　　回すさまじ

(リ)心もとなし　　CR)つらし

(?)なまめかL mゆかし

(りすごし　　　　C/)さうざうし.

(ト)むつかし　　　mあさまし

仙ありがたし　　(?)'むづきなし

(ヨ)まさなし　　　汐)うるはし

cy)かたはらいたし　帥かしがまし

のしどけなし

(1)五節、榊仏名に雪降らで,雨のかきくらし降りたるo節会などに、さるべき捌勿蕊

のあたりたる。いとなみいつしかと待つことの、さはりあり、にはかにとまりぬる

(準備シテ早クソノ日ニナルトヨイト待ツテイル書け,支障ガ出来テ中止ニナツタ)

あそび、もしは見すべきことありて、呼びにやりたる人の来ぬ。
うり

(2)瓜にかきたるちどのH0位の子の、ねず鳴きするに(ネズミノ鳴キ声ヲマネテチユ

ーチュ一言ウト)をどり来る。矧まあまそぎなるちどの日に髪のおはへをるかきはや
醸】I'liら

らで,うちかたぶきて物など見たる0 ㍍箆の調度O江の淳葉のいとちひさきを、池より
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とりあげたる。葵のいとちひさき。
しトる　　　　　*L-ち

(3)昼はゆる犬、春の網代o (冬氷魚ヲ取ル装置)牛矧こたる牛私人の国よりおこせ

たる文のものなきO (田舎カラノタヨリニ土産ノ添ワヌノ)除目に司得ぬ人の家。

(任官出来ナカツタ人ノ家)

(4)刺磁すりて歴く程に、ものにつきさへて折りたる心地。車のうちかへりたるo見す

まじき人に・外へもていく文見せたるoむげに知らず、見ぬこと香,人のきしむかひ

て、あらがはすべくもあらずいひたる(人ガ真正面カラ、抗弁モサセヌ程ノケンマク

デ言ツタ)

(5)祭硬など、すべて男の物見るに、ただ一人乗りて見る。ものへ行き、寺へもうづる日

の雨0人よりはすこしにくLと思ふ人の・おしはかりことうちし(アレ、コレ柁塁シ)

すずろなるものうらみし、 (恨ミゴトヲ言ツタリ)われさかしがる。 (自分コソハト

エラプル)

(6)執こほめらるる払また姑に恩はるる猿の乳毛よく抜くるくろがねの毛抜。童そ

しらぬ従者。

(7)人のもとにとみの物縫ひにやりて(急ギノ仕立物ヲ縫イニヤツテ)いまいまとくる

しうゐ入りて、あなたをまもらへたる心地。 (今力今力卜苦シイ気持デジットムコウ

ヲ見守ル心地)子産むべき人の、そのほどすぐるまでさるけしきもなき。心地あし

く、もののおそろしきをり、夜のあくるほど。 (夜ガアケルマデノ問)

(8)はそやかにきよげなる君だちの直衣姿Oをかしげなる宣女の、うへ唖など、わざ
蝣JX*盟

とはあらで、ほころびがちなる汗抄ばかり着て、匂欄のもとなどに扇さしかくしてゐ

たるo薄桜の草子o柳の茄え山でたるに(芽ノ出-ジメタ枝ニ)あをき薄桟に書きつ
_　けたる文つけたる。

しら

(9)よくも音ひきとどめぬ琴を、よくも調べで、心のかぎり弾きたてる。 (ヨクモ調律

シナイデヨイ気ニナツテ弾ヰナラシテイル)客人などにあひてものいふに、奥の方に

うちとけごと(無遠はナコト)などいふを、之は刺せで閃く心地。閃きゐたりけるを
SB

知らで、人の上いひたるo旅だちたる所にて、下衆どもざれゐたる。才ある人の前に

て、才なき人の、ものおぼえ声に(物知り顔ニ)人の名などいひたる.

(10)ぬひ物の瓦ねずみの子の毛もまだ生ひぬを、男的中よりまろばし出でたる。猫の
耳の中。ことにきよげならぬ所の暗き。

(A)次の語とほほ反対の意に用いられる形容詞を一つずつ解答棚に記入せよ。

のいまめかし(ロ)うしろめたし　州まかなL Fjみぐるし　帥あてなり

(B)次の語とほぼ反対の意として用いられる轟のある詔を、左のtf)-C*)から選び記号
で答えよ。

(1)あなづらはし(2)うとまし(3ルビけなし(4)つきづきし(5)まめまめし

(;)ひさし(ロ)つきなしのならびなしFjなつかし　鰍まづかし　付のどけし

(Hあだあだし(?)うるはし(リ)こよなし'幼くやし　仙むくつけし(ラ)あはあはし

(班)次の文のアンダ-ラインをつけた語は、この場合、どういう口語をあてるが近い
か、適当な口語を書け。
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(1)(A)磐手の郡より奉れるLD,層、よになくかしこかりければ、 (大和)
52213

(B)ffliPヨの御位はいとも盈:.UC U竹の園生の末葉(天皇の御子、御孫のこと)まで人

間の種ならぬぞやんごとなき。 (徒)

(2)(A$2るかたなく上皇とLききはと、任なりと党ゆばかりすぐれたるとは、数等しくこ

そあらめ。 (源)

(B) (あの人がなかなか読解出来ず、又忘れる箇所をも、私の方は)あやしきまでぞさ

とく侍りしかば、書に心入れたる(ラ具括ノ学問二熱心ダツタ)翼は「血o男

子にてもたらぬこそ、さいはひなかりけれ。 」 (コノ子ガ男子デナカツタノバ不幸

ナコトヨ)とぞ、つねになげかれし。 (紫弐部)

(3)(a);まづかしき人の、歌の本末間ひたるに、 (和歌ノ上ノ句ナリ、下ノ句ナリヲ尋ネタ

時) 、ふとおぼえたる、我ながらうれし。 (枕)

(B愉長さの、いとつらう思ひ給へ知らるゝに、 「松の恩はん」ことだに、 (長命ガ大

倍ツラク思イ知ラレズニ-イラレナイ故二高砂ノ古松マデガ「マダ生キテイルノ

ヵ」ト思ウカモシレナイ事ダケデモ)はづかし5_思ひ給へ侍れば、召故に行きかひ

侍らん事は、まして、いとはゞかり多くなむ。 (杏)

(4):A)和歌こそなはをかしきものなれ。あやしのしづ・山がつのしわざも(木コリノスルゐ

コトモ)いひ山でつれば(歌二表現スルト)おもしろく、おそろしさ猫のLLも
ゐ　とこ

「ふす花の拓」といへば、やさしくなりぬ(従)

(B)世の中を憂しとまとLと忠へども飛びたちかねつ鳥にしあらねば(万)

(5)(A) (左近衛大将源高明が流されなさったという覇をきゝ、 )あいなしとおもふま

で、いみじうかなしく、心もとなき身だにかくo (私ノ身デサエコノヨウニ悲シク

思ワレル)おもひしりたる人は(マシテ高明公一家二親シク、ヨク知ツテイル人ハ)

袖をぬらきぬといふたぐひなし。 (蟻玲)

(B)ちどの五十日、百日などのほどになりたる、行く末(将来)いと心もとなし(枕)

(1)は語の意味を全くなまのまi、 2ぷ本形でたずねたものであるoこの場合(A)と

したものは折壁19以上のもの、 (B)ばIS-11まで・ (C)10-7、 (D) 6-4、

(E)は3回以下のm度をもつものである。

(Ⅲ)は廟こ現代語への言いかえだけでなく、その語の語感をどう、どの程毘融下して

いるかについて調理したものである.

(m)は反古訂こついての調査であるo一つには=m菜力を監督にするため、一方では語

のもつ意味をより深く系捌勺に理解するためには、 -m義語や反嵩吾などについての配だが

あってよいのではないかと思ったためであるo

(m)は語の意味についての把捉のしかた、理解の深さについて、それを文錐の中でど

ぅ把接する力をもつかについて調査したものであるo (紙面・時間の都合で問題文がやゝ

断片的となった欠点があると反省している)ここにとりあげている「かしこし」以下の5

語は、心情の表現に用いるだけでなく、また一方、性質・状態の表現にも用いる芋のある

ものを選んでみた。例えば「くちをし」を例にみると・ 「失望・落胆」の曇遁辞表わして

「ガッカリダ・残念ダ・惜ナイ」などの訳語をあてる場合と、そのような失望・落阻感を
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即ち「何ノ期待ノモチョウモナィ、ツマラナイ」などの訳語を餌抱かせる客班的な状態、

いる場合があるわけだが、そこらをどう理解しているかという点について調べてみたもの

であるOこの(班)の問題文ではMM性質状態の表現、 (B)が心情表現の例であるO

以上この4つの問いは上記のような意図で作ってみた問題文であるが、次の表は上記の

帆)について正答をなしたものの数をパーセンテージで示した理角張の表である.
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上記(表4)についてみると、 (1)のAからEの上述の通り頂藍により分けた段階で、例

ぇばAの10語についてみると、原皮(136)の「いみじ」のもつ志味の大体を理解してい

るものは、 200名中、その76%、な変62の「あやし」では83.5%一機定19の「心もとな

し」は71%で、以上10単語、即ち原皮19以上をもつA段階の平均は65.9%の如くなるもの

であるO以下Bが28%、 Cは23.6%、 Dの24-1%・ Eはわずか7.1%の正答となる訳であ

る。次に(Ⅲ)の表では「くちをし」と答えるべきものの正答率57%、 「うつくし」は39

%で、 (1)の「くちをし」80.5%・ 「うつくし」66%とは大分ひらきがあるoこれは何を物

語るのであろうかo母に訳語、即ち言いかえは出来ても、実際の融枇達していない場合

がある等を示すものであろう。 cm)の反志語のfll解は、 (A)は記入式、 (B)ii迂択式で答

ぇさせたものである。 (A)では「あてなり」を除けば語構成からみても明らかに対をなす

ものであるが、結果からみれば(B)の方が良くなっているo

「はかなし一一はかばかし」の理解が,わずか2%で、「つきづきし一一つきなし」の正

答が24.5%という酎tは色々考えさせてくれる。というのは←はかなし」のijl空は35、 「はか

ばかし」は5、それに対し、「つきづきし」は5・「つきなし→は3である;(I)のの正答率をみ

ても「はかなし」は41%、 「つきづきし」は35%であるoこう見ると、どうしても「はか

なし一一はかばかし」の組みあわせが高い欝だと思われる訳だが「つきづきし.一一つきな

し」の方が反対に高いのは、 Bの方は記号による選択式であったため、山勘による正答が

いくらかあったのではないかと思われるのである。私は語粟の持導で.は、このような原理

を逆に利用して、生徒が山勘ででもあてうるような対語など融台めから束にして数えてお

くのが効果的であり、又そうする執こよって、生徒の興味も大いに湧いてくるのではない

かと思うのである.玉はに(a)の結果は表示の通りであるが・ただこの場合ABともに正

答、言いかえれば、ある語について、心情表現の場合も、状態表現の場合もともに融てし

ている数は延べ79、解答数延べ1(柵(5 ×2(沿)に対し79、即ち7.9%であった巧も注志す

べきではないかと思う。
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所で(哀5)は(I)の正答によって、形容詞の理解語数を統計的に推定してみたもので
・ご30。

ただサンプルの耽り出し方などに

末だ不完全な所があるのでその点考

・にせねばならない点はあるが、これ

によると、生徒の理解語数の推定結

果は約70語で、全休の415との比率

は　0.169約1割7分の貧弱さとな

るoなお履習吉富を300としてその比

をみると、約2m3分となる。然し

この剖瑠畏もCI)のような問い方の

場合であって、 cmcmxi)の正答

率はもっと下まわっている点から生

(表5)形容詞理解語数推定表

÷ ∑t'Ni'zt -　70旦-0.169別m

巷の古語の耶軍票は予憩以上に伍TJ)と見なければならないO

以上ながめたこのテストは勿言銅票準的なものではあり得ないし、私自身の主祝性の強い

ものとなっているかもしれないが・それはそれとしても、どう指導すれば、語棄力を豊かに

し古典読解の甚提力を身につけうるかという事は当然考えねばならない問題かと思う。

KM

大体どのように指導するのが効果的であるかを調べるためには、控通りもの実験を行な

ってその尉緒鵜けべきであると思うo従って語封抽こも幾通りもの実験を行なうべ

きであると思うが、この場合断の割-'jでこれが満足には出来かねたので、二通りの実験
を行なってその差異をみるにとどめたO

・まず2年生のA組、.B組の2組に、形容詞20語の用例を示したプリントを配布した。

(但し小矧こは省略)そしてA紐ではその20の形容詞を指導し説明するのに主として辞書

酌な言いかえを中心に行なったO例えば「おぽっかなし」という語では、群書によると、

・①「はっきりしない、おぼろである→ ㊤「心もとない、はっきりつかめなくもどかしい」

・③「待ち遠しい」 ④←うとい、うとうとしい→　①←気がかりだ、心配だ」 ◎「知り

加〕・不等だ」と書いてある　この例文はのがよいoこの例は①である・-・・というように
してみた。

-加組では、以下記す実験資料に書いているような事を中心に指導してみた。 (勿論

・この琵料は指導者の控えで生徒には酎iしなかった)次にB組の方を指導した内容の実験
資料を記すと、
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nil''4.- Ill導m -)ミR-"ミiTキト

う　しろめた　し

語即には「後目捕し」ち文は「後方痛し」の的とも言われるo元来「後方から見て気が

かりな気持、状勘を恵味するo 「見捨てて死なむはうしろめたし」のように「気がかり

た、心配だ、気づかわしい」の恵で、不安な感情にいうO芳成語に「おばつかなし」 「心

もとなし」が考えられ、反義語に「うしろやすし」があるo

おばつかな　し

「ぅしろめれ」と同じく不安感を表わす語に「おばつかなし」があるoこれは対象が

ぼんやりしてよくわからない所からくる不安感にいう0時や場所が遠くへだたって相手の

様子がわからない時、心のへだたりのため相手の気指がつかめない時、又どういう串があっ

たのか、これからどうなるかなど物の捌青がよくわからない時,そのような対象の不分明

からくる不安感に用いられるo ド (相の両は更衣なき後)時の間もおぼつかなかりLを

かくても月日は経にけり」では「一寸姿が見えないと、どうしたのかと、そのへだたりが

不安でしかたなかった」というのであるo

語源的には「おぽ」は「おぼろ」などの「おぽ→で「深然とした」の志をもつものであ

ろう。この語は万菜に三例あるが「末像がポ-ツとしてつかみどころのないOぽっとして与　こ　くれ

よくわからない」の定で用いられているO 「春されば籾の木のR1-の夕腰おばつかなしも

山蛤にして」 (1875) (春になったので木立のくらがりにさす夕月の光がぼんやりとして

いる。この蛸では)などがそれで,この用法から・平安時代にいり、 I紺を宗わし、

聞手の状勧軸からないので、不安だ・知りたい・会いたいなどの意に用いられるよ

ぅになったものであろうo芙矧こ「心もとなし」があるoこの語は桝に、好恥や期待

・m望があって、それが清たされるかどうかを不安がったり、待ち遠しく思ったり、もつ

とくわしく知りたいと思ったりするのに用いるo

いかし

語薄的には「いか」 (臆・捧・猫)を語根とした語で、この「いか」は「いかつい飢

「いかる(怒) 」などの仲間であろうO 「恐ろしげにいかき者」 (中津保)閥もしうい

かきさまを人に見せむ」 (源)などのように「lIl狂だ、荒々しい」 「多錘盛んだ、いかめ
Lぢ㌶WBA

しい」などの意に用いるo 「いかく見える」ものが、巌見-・いかめし・であり・これは「い

かし」より客紋的・外観的天現であるO

や　さ　し
・Tl

語源的には「控す」-「控さし→で身の細るような思い・消え入りたいような気持を

表わすo r耳げかしい・きまりが悪い」などとロ訳語するとよかろうo源氏物語の頃まで

は、このような)h情の表現に用い間づかし・両なし」などの対義語として用いられてい

るようだが、大体この前後からやi転封ヌ感じられるoつまり「おのれを舶ルてつつま

しくふるまうさま」 「やさしく思って自己をあらわにしないしとやかさ、つつましさ」、

そのような状態は第三者からみると「優美であり、しとやかであり、上品である」のであ

るO前者は心情の表現に、後者は転じで性質・状態に用いるのである0
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む　つ　か　し
"GtPWZ.

「倭訓菜」 (江戸時代の辞書　Liii)に「質より転したる詣也わづらはしき意にいへ

・.り」とあるように、動詞「むつかる」と同根の形容詞である.枕草子「むつかしげなるも

・の」には「縫ひ物の表」 (刺寓の嘉) 「猫の耳の中」 「活げならぬ所の暗き」などがあげ

られているから「すべてごたごたして煩わしく気の晴れない不快感のあるもの」をいうよ

うである。従って「不快だいやだ」 「ごたごたして煩わしい.うるさい.めんどうだ」な

どと口訳して当る場合が多い。

く　ち　を　し
:*i

この語の語源は「倭訓果」に「朽槽の義なるべしロ悟と雷はあらし」とあるが、そうみ

ると「朽ち」一物事が駄目になる-のが悟しいの忘がもとであろう。心情を表現する場合

と・性質・状態の表現の場合とがある。心情表現の場合は自分の思い描いた計画が何かの放

塵で実現出来なかったり、夢や期待がもろくもくずれたり、要求が通らなかったりして味

わう、失望・落旭の気持にいう。 「がっかりだ、残念だ、情ない、くやしい」などと訳す

と大体当る。一方状態・性質の表矧ま、このような失望・話阻を味わせる客紋的状態の表

風こ用いる「見てがつかりするような、何の共桁のもちようもない」状態、すなわち「つ

まらない、劣っている」などの意となる。
く

類義語ともいえるものに「くやLJがある。これは「梅ゆー悔やし」で、後悔の念を表

わす「後悔される」とでも訳すと近い。

な　つ　か　し

「のぞむ-のぞまし」 「やす-やさし」の語構成法からみて、動詞「なつく」と同根で

あるのは明らかである。倭訓栗に「馴若・馴著」とあるように「なれつきたい・いっも側

にいたい」の原義から、対象に苅変感をもってなれ寛しみたいのが「なつかし」である。

-現代語においては矧日の意に用いるが、古くはそうJT]いない点が大いに異なる。 「現しみが

感じられる・親しみがもてる・心がひかれる」などの訳をあてる事が多い。反意語は「う

とまし」であろう。

I^^Ki　月

枕草子によれば「屈はゆる犬0番の網代」或は「牛死にたる牛乳ちごなくなりたる産

屋・火おこきぬ炭憶・地火炉」などがあげられている。ここにあげられている点からみて、

この語は、時期を失したもの、本来の価値・日的・意義をうしなったことによる不快感

に用いられたようである。「つまらない・虎力がない・興ざめだ・面白くない」などのロ訳

.があたる。同根の動詞に「すさむ」 (世の中をもすさみ、宮仕へをも忘れて)がある。

か　し　こ　し

まず心情を表わすものとして、ある威力をもつものに対する、畏怖・畏敬の念を表わ

すo動詞に「かしこまる」 「かしこむ」があるが、ある対象の威力に恐怖し、畏敬し、こ

れらに対し、かしこまるのが、この語の原義である。この場合「恐ろしい・恐るべきだ」

と口訳すればよい。畏怖、畏敬の念はそれに対しで醍しむ態度を伴なうので「恐れ多い・

慣しむべきである」の志となる。又人々が、かしこまるもの、人々がかしこLと思う対象
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の中には、人の才能があるo物事を巧みに処理し、学詰kがあるのは人の畏敬の念をよびお

こす。 「才知が慶れている・賢い・すぐれている・立派だ」の訳語をあてると大体あたる

状態.性質の意に用いれらるO又郡司的に用いてrji三脚こ」の芯に用いられる。

つ　れ　な　し

万葉集に「郎通則を「所由無」を「ツレモナク」と訓じている所から「たよりどこ

ろのない.語りかけるすべもない」という主体の感情を刈象に移して容体化したものであ

ろう。 「つれ」は「こちらと同じ心になるべき心→とすれば闇れ」であろうか。平安朝

のこの語は「無心平気」の意となる場合と「冷淡無倍」の意となる場合とあるo斯寺に反

して何事も起らないような客祝的事態、或は、心にあっても何気なくつくろっているそぶ

りなどが「つれなし」である。

つ　き　づ　き　し

物に外から何かが密着する淀の「つく」という語を証ねて構成された形容詞であるoほ

れぼれし(倍々)ほれぼれし(晴々)などの精成と同じで、いかにも.・・-・らしい、悪を表

ゎす。一方の対象に調和する(つく)ように、こちらをさしむけていく、初めから何かに

調和しているのではなく、調和するようにしむけて初めてぴたりすることを尻儀とするら

しい。 「いかにも似つかわしい、いかにもふさわしい、調和している」などの訳語が当る

ことが多い。類義語にTにつかはし」反意語に←つきなし」があるo (「はかばかし」

ー→ 「はかなし」の語構成法とも似ている)

は　づ　か　し

動詞閥づ」 ,-r語根とした形容乱まず心情の表現として、雛こゥ(:空と、自分の劣とを

礼七した遠だと頂しみをもつ崇にした感　の表現に用いられる。 「きまりが悪い・気がひけ

る」とロ訳すれば大体よい。又、この語は、それを客体化して、こちらがきまり悪くなる

ような先11のすぐれたさまにもいう。 「心はづかしき人の住むなる所にこそあなれ」 (源

・措3)では「こちらが気がひけるような人、高校で気の-.Jける人」の意であるo形容動

詞「はづかしげなり」となると、多くの場合この封岩の楯を表現し、その優秀さをいう
°　°　°　°　°　°　▼

ようである。なお、枕草子「にくきもの」の中で「あなづらはしき人ならば、後にとても

やりつべけれど、さすがに心はづかしき人いとにくくむつかし」とある所からみて「あな

っらはし」は文龍である,少々の出入りがあるが、甜抽二「やさし」 「面なし」或は

「人わろし(人からよくないと見くびられる状態-「体誠がわるい、恥ずかしい」 ) 」が

ある。

ゆ　　か　　し

任訓矧こ「心の柁んとする正なるべし」とあるが、拝かに「 (心)往く一往かし」の語構

成が考えられるo枕章子「とくゆかしきもの=・一人の子生みたるに、男・女とく冊、まほ

し」持氏個かたちを見ぼやとゆかしうおぼして(ST.相」などからみて「見たい・開き

たい　%りたい」など、ある文IJ像に心がひかれる感情にいう語であるo芙白似語とも言える

ものに、 「心もとなし」があって、これも文政に心をひかれる感情を表現するが、これは

対象に対㌻る不安・不清をもつ点で「ゆかし」と相違する。
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わ　び　し

「わSヱ」という動詞と同根の形容詞、源氏などの用例では、悲哀・絶望・困惑・閉口な

ど、自分一人で感情を内攻させて動きがとれない、いわば「精神的困窮・田乱の気特の

表矧こ用いられる事が多いと説かれるo ←つらい・困る・苦しい・心細くやりきれない」等

の訳語が当る事が多い3平安時代頃まではこのように心情語として用いられていて、「身-
つわびしから

で過ぐしけり」 (宇治拾遺)のように「召:しい・みすぼらしい」の意の状態

の表現に用いられた例は源氏にはないといわれるoたゞ 「わびしげなり」となると「よろ
°　t  t　°　t  t

づの事よりも、わびしげなる葦に装束わるくて物見る人、いともどかし」 (枕)のように、

「みすぼらしい、貧乏だ」の」この物質的困窮欠乏に用いるOなお動詞「わぶ」が、他の動

詞について「待ちわぶ」の如く用いられると、その事に疲労因原してなしあぐむのにい
う、 「-しかねる」の訳すと当る鋤i多いO

め　や　す　し

柑安し」であろうo噌補語林倭訓粟には「見る目も心やすきをいふ」とある。元来「や

すし」という語は、心がほかでma感のないのにいうo「苦し」と文舵なるものである。

「心やすし」が安らかな気持、気のおけないのにいうのに対し・ 「心苦し」が心に抵抗感

のある、気にか⊥るのに、或は博し→の内容が少し同情面へ移って、 「気の毒だ・いた

わし」などの;laに用いられる。とするというまでもなく、この対話は「見苦し」であるo

「見苦しくない・感じがよい」などの口訳をあてると大体よいO

もどかし

「もどく」という動吉相あるo 「もどく-もどかし→とみると、これと同根の形容詞でもど

ある。 「もどく」という動詞は、元来、 「戻る・戻す」と同痕でも・ぁるといわれるo rも

どく」は大言テ批よると・ 「モトラカス・逆フ・然-アラズト批判ス・非難ス」とある。

宇津保に「此七歳なる子、父をもどきて・高露人と文をつくりかはしければ」とある。この

、「もどく」は机どき・桐どき」の現で「物に似せまねる一意のようである0人の口ま

ね、手まねをしてああこうとあげつらうことは転じて描ける意になるといわれる。そこ

で「もどかし」とは、あれこれ言って撒札たい、の意に用いられる。

さうざうし

シ古来「寂々・寂釦の字をあて←さびさびし→の音便とされているが、近時「佐久佐久
サクサク

志」の音債であるとも説かれるo倭順に←これはあるべき物あるべき事のなくてたらぬ

か附し舌をいへり」とあるように、あるべき物のなし〕物足りなさを中核としている。 「さ

びしいJという意味を表わすのに、平安時代「さびし・さうざうし・つれづれなり」がそれ

ぞれ棉Eさない用法で並立していたo ←さびし→は広い荒れた邸宅などに人のすくない

私人に別れたあとの空虚T-vZとL)うように情趣感が解っているo rつれづれ」は環完的な

もので、語るべき人もなく、手もち無沙:太で、美の対象とはならないが、芙を生み出す11:

地とはなるOこれらに対し「さうざうし」は・何か典Iaが欠けているために感じる物足り

なさであるo 「さびし」は、美的契機を具しているが、 「さうざうし」はいわば歌になら

ない非美的感情であるO 「物さびし-物たりない感じだ」などの訳語がよくあたる。
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うつくし

万葉には動詞「うつくしむ」と共に・「愛機」をも訓んでいる。上代では非常に双密な肉

鞘勺な変情を表現するものであったo平安朝では、 ・「瓜にかきたるち。・の顔　をかしげ

なるちどの、あからさまにいだきてうつくしむほどにかいつきて婁たる」のなど、枕草子

で言われているように、乳児とか幼い子供、或は小さいものを可愛いと思う気指に用いら

れる. (室町時代の狂言などをみると、今日のような「美しい」の窓に用いられているよ

ぅである) 「可愛い」という訳語をあてるのは、この小さくて可愛い「うつくし」の外,

「らうたし」 「かなし」などがあるo

らうたし

語源的には「労・甚し」であろうといわれるO倭訓票には「いたはり惜む意にいへり」

とある。「可愛い」に口訳する語の中で「うつくし」は、小さき都こ対するかわいさにいい
°　°　°

「かなし」は「(平凡な子でも)これをかなしと思ふらむは双なればぞかし」 (枕)の如

く、親が子に、夫が妻に、など、肉親の情において「おさえきれないかわいさ」にいうO

これに比し、 「らうたし」は、源氏では妻子、恋人への夏情に用いられることが多く、更

級では「猫をらうたが」っているoこの語は根本的な慾味は、自分より劣った無力の人

臥自分の配下にあるものなどに対し、手をかし力になりたい感情であるといわれるo又

「愛重する」意から客体的な憎らしい」意になったともいわれるO

こころづきなし

語源的には「心・付き・なし」で「つき」は動詞←つく」の連用形から・従って「つき

なし」は「心に付く所がない」から「ふさわしくない・好ましくない」の恵であるoこの

語は、このような語源的な感じが生きていて、相手の人の状態や行為が、自分の好みとかけ

離れて低く感じられる時に使われるO従って、同情・共感のないむしろ感情的排悪を表わ

す事が多い。憎に満たない・気にくわない・心にしっくりしない・面白くない」などの

こn蝣蝣蝣妄'・&てoc

C参考文献つ原田芳起氏「平安時代文学語菜の研究」大野晋氏「日本語の年輪」 「倭訓

栗」 「大言海」 「解釈と鑑賞」 24巻第12号・26巻第3号・27巻第12号

日本古典文学大系「万葉集」 「宇津保物語」の補注

(解説は日常教星で行なっているのを中心とし、更に上記の文萩によりまとめたもので

ぁるが、なかんずく「解釈と㌫貨」 24巻第12号(源氏物語-ンドブック)の説による所が

大きl>c )

いささか榔芸すぎる感があるが、実験資料は上記の通りであるo

こうしてA ・ B組の2組に各々異なった指導を行なった訳だが、これに用いた時間は2

組とも1の分であったので・辞雷的な解説を主としたA組では、比較的反覆的説明が多く

なり、 B組では、資料に記しているように、語源説・語構成・同意語・反意語・語の意味

の動きなどにわたって指導した訳であるOこのように2クラスを同じ語について肘に指
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導し、約一週間後にその理解度を調査した.

次にその問題と結果を記す。

問いは上記のように全く伝単な問い方で行なったが、その正解数はA ・ B組とも5鴫中

下記の妾の如くであった。数字は正答したものの人数である。

(表6)

ji蝣岳r回岳萱
(この実験は光永静彦氏の協力によりなったものである)

とれば語環指導についての一つの実験であってB組のような指導が最もあるべき姿だな

どと結論づけようとするものではないDここで言える事は、 A組の方法-この方法が一

番多く普通に行なわれている方法であろうと思われるが、それよりB組の方が結果として

良かったという事である。一定の時間のもとで行なわれる古典学習においては、読みうる

丑には限度があるO従って指導者がある語について根本的な全体的な解説を要領よく与え

る事も必要であろうと思うものであるOこうして語の中心的な意味をよく理解しておいて

こそ、指導要領などにいう、文脈にそくした通訳が出来るのではないかと思う0
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古文の学酌瑚論的なものに終ってはならないという事は指導嬰頂にも説く所である

が、確かにその通りであると思う。.然し文学作品を語学的に解明する草は解釈の一過程と

して必要である。このような解明を通してその奥にある作者の心、作Shの美しきにふれる

事によって「思考力・批判力を伸ばし、心情を豊かにする云々」という指導目標に迫れる

訳である。我々は古文解釈の場合、方法的には細かくせんさくする事は多いが、語句の方

は比蜘勺梗く読み流しているのではないかと思われる。このような反省にたって語句をも

う一度整r_ll_して、整理された形で生徒を指導すると、生徒はその面白さを感じて語句、ひ

いて国語に愛惜を感じてくるのではないかと思うものである。(表6)の示す39.5%と52%

の差の原図の一つも生徒の興味と関心の/T'三にあると考えられるのではなかろうかO

小抽ま昭和39年11月、程本市において倍された九川地区高等学校同語教育研究大会で

口頭発表したものをまとめたものである。 3章以下は更に深く考察しなければならない

・と思うが、語句指導のあり方の口火を切る心算であえて発表したものであるo大方の御

教示が得らるれば幸である。

塩Lj^^^^^^^^B^j

「,'　<r u>]J tFIT:OriTはIv^ -;<1

(271)なし、 (136)いみし、 (112)をかし、 (82)おはし、  (74)よし、

(63)かなし、 (62)あやし、 (58)ちかし、　(49)めでたし、 (45)おなじ

(42)ひさし、 (39)いたし、 (37)うれし、ふかし(35)はかなし、めづらし

(33)しろし、 (31)くちをし、 (29)わかし、　(28)おもしろし、こころばそし

(27)あし、うし(26)おそろし、とはし　　　　(25)こひし、ながし

(24)かしこし、たかし　　　　(21)あさまし、うつくし、かぎりなし

(20)わびし、  (19)くるし、こころもとなし、をさなし

く18)ちひさし、やすし　　　　(16)わりなし　(15)こころうし、こし

(14)いふかひなし、すさまじ、とし、ゆかし

(13)こころぐるし、こよなし、さむし、なつかし、わろし

(12)あいなし、おそし、おぽっかなし、はづかし

(ll)いとほし、いやし、くらし、しげし、たのもし、つらし、ほそし、むなし、

やんごとなし　(10)うらめし、おどろおどろし、おぼし、すずし、ぶるし

く9)おも-し、かたし(班)、たふとし、にくし、ねたし、はやし、ひとし、やさし、

よろし　(8)あかし(明) 、かたし(固)、たへがたし、つれなし、ゆゆし、わ

っらはし(7)あかし(赤)、あぢきなし、うすし、うとまし、うるはし、かた

じけなし、かたはらいたし、かひなし、さうざうし、すくなし・たけし,むつまじ、

(6)あらし、いはむかたなし、こころなし・こころにくし、ことどとし、しるし・

せんかたなし、つゆけし、みじかし、みだりがはし、むつかし、めざまし

.ものぐるほし、わかれがたし、をし
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i(5)あさし、ありがたし、いたはし、いふかたなし、かしがまし、からし、きたなし、

くはし、くまなし、くろし、こころふかし、こちたし、さかし、さだめなし、

したし、すてがたし、つきづきし、なさけなし、なまめかし、はかばかし、

はしたなし、ひろし、ほどなし、まことし、またなし、ものはかなし

<4)あをし、あやふし、いそがし、うしろめたし、うるさし、うらやまし、かくれなし

きよし、けし、けぢかし、しどけなし、すきずきし、すごし、ぜひもなし、

そこはかとなし、たや㌻し、つつまし、つよし、ひまなし、ほいなし、まさなし、

ものさわがし、らうたし、わすれがたし

<3)あっし(熱) 、あわただし、いはけなし、いまいまし,いまめかし,うたがひなし、

うらなし、かどかどし、かよわし、かろし、くだくだし、_けだかし、

こころづきなし、こころつよし、こころやすし、こぶかし、きりがたし、

しのびがたし、せばし、たぐひなし,つきなし,ところせし、はげし、ひとげなし、

ひとわろし、まばゆし、まめまめし、むくつけし、めやすし、やらむかたなし、

よしなし、よになし、わるし、をこがまし

(2)あたらしく情)、あっし唱)、あやなし、あへなし、あらたし、あらあらし、

いとし、うもれいたし、うらがなし、うひうひし、えうなし、おびただし、

おもひすてがたし、かうばし,くすし,くやし、けうとし、けどはし、げにげにし、

こころあわただし、こころさわがし、こころはづかし、さまよし、さりげなし、

じゃうずめかし、すべなし、せんなし、ただし、とほし、なげかし、なごりなし、

なにとなし、なやまし、な4,なし、になし、のどけし、はなはだし、はらだたし、

ひがひがし、ひくし、ひとびとし、まことらし、まさし、またし、まぢかし、

みぐるし、みにくし、ものおもはし、ものがなし、ものこころばそし、もろし、

やく・なし、やみがたし、やるかたなし、よぶかし、よわし

く1)あいぎゃうなし、あきたし、あざれがまし、あだあだし、あたらし(新) 、

あつかはし、あなづらはし、あまし、あやふし、あらけなし、あらまし、

・あらまほし・いざたなし、いたいたし,いたりがたし、いちじるし,いつともなし、

いときなし、いとどし、いとまなし、いなびがたし、いふかぎりなし、いぶせし、

うつつなし、うたてし、うちすてがたし、うとし、うらさびし、うたがはし、

うまし、えがたし、おさへがたし、おそれおほし、おだし、おほけなし、

おぽめかし、おとなおとなし、おとなし、おもだたし、おもひえがだし、

かそけし、-かだまし,かるし、かるがるし,かろがろし、かまびすし、ぎこつなし、

きびし、くさし、く如王しこし、くまぐまし、くもりなし、くらべくるし、

けおそろし・けけし-けぶかし、けやけし,こぐらし、ここちあし、こころすごし、

こころよわし、こころさかuこころわかし、こだかし、こちなし、

ことあたらし、ことおはし、ことたかし、ことにかし、こわし、こめかし、

こめがたし、さいかくらし,さうなし、さし、さだまりがたし、さびし,さまあし、

さやけし、さむけし、さわがし、しはらし、すげなし、すみうし、そうなし、

たよりなし、たぎたぎし、たちはなれがたし、たはぶれにくし、.たのし、

たとしへなし,たとへむかたなし、たゆし、たよわし,たのもしげなし、たたはし、
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たちはなれにくし、たどたどし、たくまし、つくしがたし、つめたし、つたなしー

っゆしげし、とどめがたし、ときじ、ながながし、なごりをし、なさけぶかし、

なはなほし、なだかし、なまくらし、なまかたくなし、なめし、なまなまし、

ならびなし、なれなれし、にげなし、ぬるし、ねぶたし、のがれがたし、

はかりがたし、はしけやし、はらあし・はらひがたし、ぴんなし、ふるめかし、

ふせぎがたし、ふとし、ほし、ほとほとし、まざれなし、まことなし、

まつはれにくし、まづし、みさだめがたし、みすてがたし、みぽそし、みみとし、-

むなづはらし、めめし、もったいなし、ものうし、ものうとし、ものおそろし、・

ものくるはし,ものけぢかし、ものほし,ものすごし、ものちかし、ものはづかし-

ものむつかし、ものものし、ものわびし、やかまし、やしなひがたし、

ゆくりなし、ゆゑなし、ゆゑゆゑし、ようなし、よりどころなし、らうがはし,

らうらうし、わかわかし、をぐらし、ををし

形　容　動　詞

(123)あはれなり　(89)いかなり　(42)ことなり　(24)きよげなり

(23)は・るかなり　(lcS)さすがなり、つれづれなり　　　(17)おはきなり

(16)をかしげなり(15)さらなり　(14)はなやかなり(1!)すずろなり・

ゎっかなり　(10)あらはなり、うつくしげなり、こまやかなり、らうたげなり

(9)あて別、さまざまなり、しづかなり、にはかなり、ねんごろなり、めづらかなり・

(8)いたづらなり、ことわりなり

(7)おそろしげなり、おろかなり、こころことなり、のどかなり、ほのかなり

(6)あながちなり、えんなり、かすかなり、きよらなり、こまかなり、しめやかなり-

まれなり、ものあはれなり、

(5)あざやかなり、うらめしげなり、かたくななり、かりそめなり、

こころばそげなり、しのびやかなり、なかなかなり、

(4)ありげなり、いうなり、おはまかなり,ことさらなり・たからかなり、たわわなり-

とりどりなり、ゆるるかなり

(3)あやにくなり、いかさまなり、いまさらなり、かやうなり、きなり(育) 、

けぎゃかなり、ことのほかなり、さかりなり、さやかなり、すくよかなり、

すず・しげなり、そらなり、たひらかなり、なめげなり、なやましげなり、

なよよかなり、ねたげなり、はづかしげなり、ひとずくななり、まめやかなり、

ゆたかなり

(2)あだなり、あらたなり、あからさまなり、いささかなり、うれしげなり、

・おいらかなり、おぼろげなり、おもはずなり、ぎゃうぎゃうなり、きたなげなり-

くるはしげなり、けうなり、こころぐるしげなり、すみやかなり、そぞろなり、

たのもしげなり、などやかなり、なのめなり、なめらかなり、はかなげなり、
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ひそかなり、ひややかなり、ふくらかなり、ふさやかなり.ふぴんなり、

はそやかなり、みそかなり・むげなり、ものきよげなり、ものこころばそげなり、・

やはらかなり

く1)あえかなり、あしげなり、あっらかなり、あてはかなり、あはただしげなり、

あまりなり、あきらかなり、あやしげなり、あやうげなり、あららかなり、

あをやかなり、いかやうなり、いたけなり、いみじげなり、いやたかなり、

いやとはなり、いんぐわなり、うちつけなり、うらやましげなり、うららかliり、

おくびやうなり,おとなしやかなり、おもげなり・おもひがはなり、おもりかなり、

かいしのびやかなり、かたはなり・かたなりなり、かれがれなり、かろらかなり、

きなり(杏) 、きはやかなり、きびはなり、きゆうなり、すみぐろなり、

けうとげなり、けうらなり、けそうなり、こころあわただしげなり、

こころうげなり、こころそらなり、こころしづかなり、こころのどかなり、

こころもとげなり、このましげなり、こわだかなり、さだかなり、さとがちなり、

さむげなり、さややかなり、したりがほなり、しぶげなり、し'of)ゞほなり、

しろらかなり、すぎすぎなり、 ㌻どげなり、すなはなり、せちなり、

そむきざまなり、ただなり、たどたどしげなり、たへがたげなり、たまさかなり、

たゆげなり、つつましげなり、つばらなり、つややかなり、なげなり、

なずらひなり、なだらかなり、なはざりなり、なよらかなり、なんとなげなり、

にくげなり、にほひやかなり、はつかなり、ひたぶるなり、ひとかたなり、

ひまなげなり、ひらなり、ふさうおうなり、ほうぞくなり、ふしぎなり、

ほかざまなり、ほこりかなり、まきざまなり、まどほなり、まめなり、

まゆぐろなり、みごとなり、みすばらしげなり、みじかなり、みやびやかなり,

むくつけげなり、むづかしげなり、めもあやなり、ものあらはなり、

ものうげなり、ものおもひがはなり、ものなげかしげなり、ものうげなり、

やすげなり、ゆかしげなり、よしありげなり、よそはしげなり、りよがいなり、

わざとなり、わづらはしげなり、をさなげなり

(熊本県立清々契高等学校)
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